
1 頁

そ

845

生活支援活動件

の

数 件

町内福祉村開設地

他

区における生活支援活

　

動の件数の合計

1,1

】

00 1,400 1,6

【

00

1,350

②：若

協

干遅れている

福祉村開

働

設には地域住民の合意

：

形成が不可欠であり、

】

地域との十分な話合い

目

が必要。

既設８地区の

的

福祉村の活動に対して

・

支援するとともに、１

目

地区で開設した。これ

標

により地域住民が自主

事

的、主体的に相互の支

業

え
合い活動やふれあい

の

交流活動を行う環境を

概

整備することができた

要

。２地区での開設を目指していたが、地域住民との合意形成ま
で至らず、１地区の開設となった。

Ａ：成果があがった

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

17年度 平成18年度

.

平成19年度 平成20

事

年度 平成21年度 平成

業

22年度 平成23年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成17年度 平成18

付

年度 平成19年度 平成

け

20年度 平成21年度

事

平成22年度 平成23

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成17年度 平成

名

18年度 平成19年度

事

平成20年度 平成21

業

年度 平成22年度 平成

担

23年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成19年

科

度の主な取組と成果

平

目

成19年度
の検証結果

事

平成20年度  実施

業

計画事業評価シート 頁

種

地域福祉推進事業

福祉

類

部　福祉総務課

01－ ハ030101－080 ー000 ○ ●

02 基本目

ド

標２　　子育て、長寿

ソ

を楽しみ、安心してい

フ

きいきと暮らせるまち

ト

総合計画の
02 ②〈市

根

民力〉　市民一人一人

拠

の主体的な参加により

法

、地域で支え合う環境

令

をつくる
位置付け

02

等

2 一人一人が地域課

対

題の解決に取り組むこ

象

とができるしくみをつ

・

くる

地域住民

□ □ □ □

受

地区諸団体、社会福祉

益

協議会

誰もが住み慣れ

者

た家庭や地域で、その

事

人らしい安心のある自

業

立 住民相互の支え合い

期

活動やふれあい交流活

間

動の活性化を図るた
し

委

た生活が送れるように

託

するため、地域住民が

、

自主的、主体的 め、地

協

域、平塚市社会福祉協

働

議会及び行政の協働に

【

より、町内
に相互の支

委

え合い活動やふれあい

託

交流活動を行っていま

：

す。 福祉村の拠点づく

3

りや活動のしくみづく

セ

りを進めます。

説明会

ク

等開催回数 回

－

25 2

・

5 25

14

町内福祉村

財

拠点総設置箇所数 箇所

団

－

10 11 13

9

ボラ

企

ンティア登録者数 人

町

業

内福祉村開設地区にお

Ｎ

けるボランティア登録

Ｐ

者数の合計

1,000

Ｏ

1,100 1,300



2 頁

位

置 の配置 の配置

0 0 1

施

,783 1,740 1

策

,740 0 0

0 0 1,

へ

783 1,739 1,

の

739 0 0

0 0 0 0 0

貢

0 0

0 0 0 0 0 0 0

0

献

0 14,268 20,

高

027 29,955 0

市

0

0 0 17,834 2

民

3,506 33,43

満

4 0 0

0.00 0.0

足

0 89.59

0.00

度

0.00 2.45 2.

を

45 2.45 0.00

高

0.00

0.00 0.

め

00 0.00 0.00

る

0.00 0.00 0.

方

00

0 0 20,558

策

20,558 20,5

業

58 0 0

0 0 38,3

有

92 44,064 53

効

,992 0 0

● ○ ○ ○

性

○ ○ ○

引き続き、既設

継

の福祉村に対して支援

続

を行っていくとともに

に

、２地区の新設を目指

よ

す。

地域福祉活動に対

る

する意識の啓発を行い

成

ながら、未設置の地域

果

に対して、説明会や話

向

合いを重ねる。

設置及

上

び活動の過程を大事に

の

、地域に根付く福祉村

可

とな
るよう努める。

能性 低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平

項

成20年度 平成21年

目

度 平成22年度 平成2

分

3年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 計画額 計画

の

額 計画額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展

す

開（担当課としての提

る

案）
平成21年度の事

分

業の方向性

現状の規模

析

で継続 拡大して継続 縮

・

小して継続 廃止 休止 終

課

了 他事業と統合

＜判断

題

理由＞

平成21年度の

の

取組方針

課長コメント

抽

■ 地域福祉の推進を図

出

るために、市の具体的

総

な施策として
●■ の「

合

町内福祉村事業」は必

評

要性が高い。

■ ○
□
■

価

地域における支え合い

市

の仕組みができつつあ

民

る。
●■

■ ○
□
■ ボラ

ニ

ンティア登録数が増え

ー

支援活動の内容も多岐

ズ

になる
●

□ など、福祉

高

村の活動が年々盛んに

事

なってきている。
○

■

業

○
□
□ 町内福祉村の開

目

設には、地域の方々の

的

合意形成を得る上
○

■

の

で、地道な説明会等の

達

開催が必要なため、事

成

業の改善が
○

■ 難しい

状

。
●

□

町内福祉村につ

況

いて、まだ広く理解さ

必

れていないところもあ

要

る。未開設の地域に対

性

しては、引き続き福祉

市

村の意義や必要性を訴

の

えていく必要がある。

関

また、既設の地域に対

与

して「福祉村は地域住

の

民が主体的に取り組む

必

ための仕組みである」

要

という基本的な
考え方

性

をより一層浸透させて

低

いく必要がある。

新設

事

1、委託8、コ新設2

そ

、委託13、 新設2、

の

委託15、

ーディネー

他

ターのコーディネータ

上

ーコーディネーター

配




